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～巨大災害と減災社会の構築に向けて～～巨大災害と減災社会の構築に向けて～

参加費
無料

参加費
無料

150名

受講生募集

10月（予定）
「南海トラフ巨大地震対応」12時半～14時　神戸学院大学ポートアイランドキャンパス

ポーアイ4大学総合防災訓練

歴史はくりかえされる
～地震に強い社会の実現を目指して～

8月30日(土)
13：15～14：45

神戸学院大学現代社会学部
社会防災学科准教授

中山 学氏

災害と向き合う姿勢を
～フィリピンの事例から～

10月4日(土)
13：15～14：45

イフガオ州立大学（フィリピン）学長

セラフィン・Ｌ・ゴハヨン氏
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南海トラフ巨大地震といかに向き合うか
～想定津波高全国一の町の取り組み～

7月19日(土)
13：00～14：45
（開会挨拶後、13：15より講演）

高知県黒潮町 町長

大西 勝也氏

災害のリスク・コミュニケーション
～何を、だれから、どうやって伝えるか～

9月27日(土)
13：15～14：45

京都大学防災研究所
巨大災害研究センター・教授

矢守 克也氏

　1995 年 1 月 17 日に発生した阪神 ・淡路大震災から２０年が経過しようとしています。 近年、 震災の記憶が薄れつつありますが、

東日本大震災の発生により、 阪神 ・淡路大震災の教訓や南海トラフ地震発生時の備えについて、 再び注目が集まっています。

　今年で８回目となる神戸市民夏季防災大学では、 “ 自らの身は自ら守る ” という大震災の教訓を考え直すきっかけとなるように、

多彩な講師陣による巨大災害への対策や減災社会への取り組みについてご講演いただきます。

　神戸学院大学のキャンパスで防災 ・減災について学んでみませんか。 １回のみの聴講も可能です。 ふるってお申込みください。

　有史以来、⼈類は⾃然災害という⼤きな試練に
直⾯してきました。地震発⽣の静穏期から活動期に
⼊ったと⾔われている現在、我々は巨⼤地震による
災害に対して、何をなすべきかをご紹介します。

　突然、突き付けられた想定「最⼤震度7、津波⾼
34.4ｍ、沿岸の津波到達時間2分」この情報をどう
受け⽌め、どのような⾏動をとったのか。⿊潮町の防
災の特性である「細分化」「推進体制」「コミュニケー
ションボリューム」について、「地域担当制」「⼾別避
難カルテ」の取り組みを中⼼に報告します。

　災害の危険や対策について交わすやりとりのことを
”リスク・コミュニケーション”と⾔います。
そのための⽅法・⼿段について、最新の事例を交えて
ご紹介します。

　フィリピンは⽇本と同様に災害の多発するアジアの
国の⼀つです。
　昨年末の台⾵被害及び世界遺産であるイフガオ
棚⽥群を抱える地域での災害に対する⼈々の知恵
についてご紹介します。　 ※逐次通訳あり




